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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

　
ま
ず
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
今
も
な
お
困
窮
の
状
況
に
あ
る
多
く

の
被
災
者
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い

被
災
地
の
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

　
平
戸
市
病
院
事
業
の
財
政
運
営
は
、

こ
こ
数
年
比
較
的
順
調
に
推
移
し
て
い

ま
す
。〝
不
採
算
地
区
病
院
に
要
す
る
経

費
等
に
係
る
国
の
財
政
支
援
〞
と
職
員

給
与
の
５
％
カ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
経
費
削
減
努
力
等
に
よ
っ
て
、
２

年
連
続
し
て
経
常
利
益
を
計
上
す
る
こ

と
が
で
き
、
懸
案
で
あ
っ
た
平
戸
市
民

病
院
の
不
良
債
務
も
解
消
さ
れ
ま
し
た
。 

　
長
崎
大
学
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
、

へ
き
地
病
院
再
生
支
援
教
育
機
構
の
事

業
も
７
年
目
を
迎
え
活
発
に
進
展
し
て

い
ま
す
。
国
内
各
地
の
教
育
病
院
か
ら

の
研
修
医
の
派
遣
は
、
７
病
院
22
人
に

も
達
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
が
認
め
ら

れ
今
年
も
派
遣
依
頼
は
受
け
入
れ
可
能

数
を
オ
ー
バ
ー
し
そ
う
な
勢
い
で
増
し

て
お
り
、
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
平
戸

市
で
の
研
修
の
経
験
が
将
来
若
い
医
師

た
ち
の
へ
き
地
へ
の
赴
任
に
結
び
付
く

こ
と
を
信
じ
て
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
は
頑

張
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
病
院
事
業
の
先
行
き
は
予
断

を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
最
も

深
刻
な
こ
と
は
医
師
不
足
と
医
師
の
高

齢
化
で
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
平
戸
市

民
病
院
、
生
月
病
院
と
も
に
外
科
医
が

そ
れ
ぞ
れ
一
名
増
加
し
一
息
つ
き
ま
し

た
が
、
内
科
は
不
足
し
た
ま
ま
で
あ
り
、

外
来
診
療
が
滞
る
状
況
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
医
師
不
足
は
日
本
全
国
の
へ
き
地

の
病
院
・
診
療
所
が
抱
え
る
共
通
の
重

大
問
題
で
あ
り
、
医
学
部
の
定
員
が
１

０
０
０
人
以
上
増
員
と
な
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
へ
き
地
へ
の
医
師
の

展
開
は
当
分
期
待
で
き
そ
う
に
あ
り
ま

せ
ん
。
高
齢
化
は
一
見
し
て
明
ら
か
で

あ
り
ま
す
。 

　
こ
こ
数
年
の
間
に
長
崎
県
内
で
起
こ

っ
た
公
立
病
院
の
崩
壊
例
を
あ
げ
て
み

る
と
、
国
民
健
康
保
険
松
浦
市
民
病
院

（
指
定
管
理
者
に
移
行
）
、
大
村
市
民

病
院
（
指
定
管
理
者
に
移
行
）
、
国
民

健
康
保
険
琴
海
町
立
病
院
（
民
間
に
委

譲
）
、
国
民
健
康
保
険
野
母
崎
町
立
病

院
（
診
療
所
に
縮
小
）
。
国
民
健
康
保

険
大
島
町
立
病
院
（
民
間
に
委
譲
）
。

な
ん
と
５
病
院
に
達
し
て
い
ま
す
。 

　
過
日
、
平
戸
市
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
ま
ち

づ
く
り
大
会
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
な
さ

れ
た
市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
地
域
医
療

の
評
価
は
48
点
と
い
う
低
さ
で
し
た
。

指
摘
さ
れ
た
問
題
点
は
改
善
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
医
師
不
足
で
崩
壊

し
た
病
院
と
比
較
さ
れ
て
そ
ち
ら
の
ほ

う
が
い
い
と
す
る
判
断
は
理
解
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。 

　
さ
て
、
多
く
の
難
問
を
抱
え
つ
つ
辰

年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
も
平
戸
市
病

院
事
業
を
円
滑
に
運
営
し
て
い
け
る
よ

う
に
、
医
療
と
ケ
ア
が
充
実
す
る
よ
う

に
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
最
善
を
尽
く

し
て
参
り
た
い
と
職
員
一
同
考
え
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

平
戸
市
病
院
事
業
管
理
者 
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平
成
24
年
の
念
頭
に
あ
た
り
、
新
春

を
寿
ぎ
み
な
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
願
い
、
こ
の
一
年
が
素
晴
ら

し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
や

み
ま
せ
ん
。 

　
昨
年
は
、
世
界
中
が
同
時
に
受
け
た

長
引
く
不
況
で
、
日
本
国
中
が
沈
滞
し

た
雰
囲
気
に
お
お
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

加
え
て
千
年
に
一
度
有
る
か
無
い
か
計

り
知
れ
な
い
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災

と
そ
れ
に
続
く
原
子
力
発
電
所
の
大
事

故
で
大
変
苦
し
い
年
で
し
た
。
大
震
災

被
災
者
の
み
な
さ
ん
、
尊
い
命
を
な
く

さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
残
さ
れ
た
遺
族
の

み
な
さ
ん
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
、
お

悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。
同
じ
日
本

列
島
で
生
活
し
苦
楽
を
分
か
ち
あ
っ
て

き
た
日
本
国
民
と
し
て
、
一
日
も
早
く

心
が
癒
え
て
、
復
興
に
立
ち
上
が
ら
れ
、

も
と
の
平
穏
な
生
活
が
戻
る
よ
う
心
か

ら
願
い
、
ご
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
さ
て
、
私
た
ち
の
生
活
し
て
お
り
ま

す
平
戸
は
、
日
本
の
中
で
も
早
い
時
期

か
ら
高
齢
化
が
進
ん
だ
地
域
で
す
。
今

や
高
齢
化
率
33
％
（
全
人
口
に
占
め
る

65
歳
以
上
の
人
の
割
合
）
を
超
え
ま
し

た
。
国
民
健
康
保
険
平
戸
市
民
病
院
は
、

そ
の
前
身
国
民
健
康
保
険
紐
差
病
院
時

代
か
ら
い
ち
早
く
こ
の
時
代
の
到
来
を

予
知
し
、
「
元
気
老
人
の
創
出
」
を
合

言
葉
に
し
て
、
青
壮
年
期
か
ら
の
健
康

づ
く
り
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。
健

康
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
る
健
診
（
基

本
健
康
診
査
）
を
推
し
進
め
、
そ
し
て

健
康
教
室
を
開
催
し
「
健
康
づ
く
り
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
べ
き
か
」
「
健

康
づ
く
り
は
市
民
生
活
に
ど
ん
な
意
義

を
も
た
ら
す
の
か
」
「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
」
な
ど
な
ど
を
学
び
実
践

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
平
戸
市

民
の
健
康
度
に
あ
ら
わ
さ
れ
、
使
わ
れ

る
医
療
費
が
少
な
く
て
す
み
、
ま
た
、

介
護
保
険
料
も
長
崎
県
内
の
自
治
体
と

比
較
し
て
最
も
低
く
、
20
数
年
前
か
ら

呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
し
た
「
元
気
老

人
の
創
出
」
が
実
現
し
て
き
た
と
確
信

し
ま
す
。
平
成
20
年
か
ら
始
ま
っ
た
特

定
健
診
（
生
活
習
慣
病
を
起
こ
し
や
す

い
体
格
体
質
の
人
＝
保
健
指
導
の
対
象

者
を
探
し
出
す
健
診
）
は
県
下
最
上
位

の
受
診
率
が
得
ら
れ
た
の
も
、
平
戸
市

民
の
健
康
意
識
が
高
い
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
 

　
平
成
24
年
度
か
ら
高
齢
者
の
住
み
や

す
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
国
の
政
策

が
実
行
さ
れ
ま
す
。
地
域
の
支
え
合
い

や
介
護
保
険
事
業
を
生
か
し
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
生
活
で
き
る
よ

う
な
取
り
組
み
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
）
で
す
。
こ
の
政
策
は
長
年
に
わ

た
り
み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け
、
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
な
っ
て
作
り
上
げ
て
き
た

「
高
齢
者
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
街
」

そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
日
本
国
中
の

ど
こ
よ
り
も
早
く
訪
れ
た
超
高
齢
社
会

の
な
か
で
、
手
探
り
で
作
り
上
げ
て
き

た
成
果
を
、
い
ま
か
ら
日
本
国
中
に
ひ

ろ
め
る
機
会
で
す
。
平
戸
市
民
病
院
は

今
年
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
ケ
ア

平
戸
」
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

そ
し
て
市
内
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
諸

団
体
の
事
業
の
原
動
力
と
な
り
、
超
高

齢
社
会
に
あ
っ
て
ど
の
よ
う
な
事
業
が

市
民
生
活
の
質
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
研
究
を
重
ね
な
が
ら
運
営
し

て
ま
い
り
ま
す
。
 

 　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
一
方
で
、
素
直
に
喜
べ
な
い
元
旦
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年
の
東
北

大
震
災
と
そ
れ
に
続
く
福
島
原
発
事
故

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
ご
辛

苦
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
震

災
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
今
も
な
お
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
被
災

者
の
み
な
さ
ん
に
対
し
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
 

　
我
々
日
本
人
は
、
今
回
の
震
災
が
契

機
と
な
り
、
改
め
て
人
と
人
と
の
絆
、

現
代
社
会
に
お
い
て
忘
れ
が
ち
で
あ
っ

た
助
け
合
う
心
の
大
切
さ
を
再
認
識
い

た
し
ま
し
た
。
 

　
医
療
に
従
事
す
る
も
の
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
村
社
会
や
、
組
織
の
中
で
、

医
療
保
健
福
祉
の
連
携
を
深
め
、
無
く

て
は
な
ら
な
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ

と
し
て
変
幻
自
在
に
成
長
存
続
し
、
地

域
の
み
な
さ
ん
に
必
要
と
さ
れ
る
病
院

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
意
識
は
、
こ
の
半
島
か

ら
生
月
大
橋
、
平
戸
大
橋
を
抜
け
て
日

本
や
世
界
に
向
け
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
 

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
に

と
り
ま
し
て
、
こ
の
新
し
い
年
が
よ
り

佳
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
私
か
ら
の
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

平
戸
市
立
生
月
病
院
院
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国
民
健
康
保
険
平
戸
市
民
病
院
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長
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サ
ン
・
ケ
ア
平
戸
所
長 
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徹 
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骨粗鬆症とは 

骨塩量（骨密度）とは 骨塩量（骨密度）とは 

骨粗鬆症とは 

　私たちの骨は、コラーゲンに代表される有機成分と骨ミネラル（カルシウム・マグネシウム等）と呼ば

れる無機成分から構成されています。骨塩量とは、骨を構成するカルシウムなどのミネラル成分がどのく

らいしっかり詰まっているかを表すものです。いわば骨の強さの度合を表す指標で、これが低下すると骨

がもろくなって骨折しやすくなります。骨の中のカルシウム量は成長期に増加し続け、20歳前後をピーク

に、以降加齢とともに自然に減少していきます。80歳くらいになると、若年時代に比べて男性で約30％、

女性は約40％も骨塩量が減少するといわれ、特に、女性は閉経後急激に低下しはじめるようです。 

　骨粗鬆症とは、骨密度が著しく低下して骨の構造が破壊され空洞化しもろくなり、骨折し易くなった状

態、あるいはすでに骨折を起こしている状態を言います。粗（そ）は“あらい”という意味です。鬆（し

ょう）は“す”とも読みます。つまり“す”のはいった大根のように内部があらくなった状態をさします。

　厚生労働省などによると、日本国内の患者は高齢女性を中心に年々増加しており、自覚症状のない未受

診者を含めると、推計で1100万人超に上るといわれています。ホルモンの分泌バランスが変化する更年期

以降の女性に多く、60代女性の３人に１人、70代女性の２人に１人が、患者になっている可能性があると

されています。初期段階に自覚症状はない為に骨折して初めて気付くケースも少なくなく、寝たきりの原

因の第１位が脳卒中、第２位が老衰、第３位が骨粗鬆症による骨折であることから、高齢社会が抱える問

題の１つとなっています。骨粗鬆症は、日々の骨の新陳代謝の過程で、骨の吸収に再生スピードが追いつ

かなくなっている状態で、カルシウムやビタミンDの不足、飲酒や喫煙、加齢によるホルモンバランスの

崩れなどが原因となって起こります。 

骨
量 

男性の最大骨量 

女性の最大骨量 

10 20 30 40 50 60 70 80 年齢（歳） （
閉
経
） 

閉経後の減少 

閉経後の急激な減少 

骨粗鬆症の範囲 

成長期 
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骨粗鬆症の診断 

　平戸市民病院一般病棟は、内科（一般、循環器、

血液）、外科、整形外科、小児科の58床の混合病棟

です。看護師27人、看護助手５人のスタッフで毎日

看護・ケアに取り組んでいます。手術、検査、化学

療法、血糖コントロール治療、ターミナルケアなど

外科的治療、内科的治療と幅広く対応しています。 

　当病棟の今年度の目標は、「専門職としての意識

を持ち、患者及びその家族に対して満足していただ

ける看護の提供を行う」とし、毎日の業務に取り組

んでいます。スタッフ間でカンファレンスを開き、

個々の患者さんの病状に応じた看護計画を立案し、

早期退院をめざし看護の実践を行っています。 

　スタッフ全員、日々、自己研鑽しながら、入院患

者さんが一日も早く在宅へ復帰できるようがんばっ

ていきます。 

　これからもスタッフ一同信頼され満足してい

ただけるよう笑顔をたやさず、より良い医療の

提供を目指して努力していきます。お気付きの

点などありましたら、ご遠慮なく声をかけてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

骨粗鬆症の診断 
　診断は、背骨のエックス線写真と骨塩量測定の２つの検査で行います。その結果、圧迫骨折があれば、

それだけで骨粗鬆症と診断されます。圧迫骨折がなくても、骨密度が低い場合も骨粗鬆症と診断されます。

生月病院では、9月から新しい骨塩量測定装置を導入して検査を行っています。この装置では橈骨（前腕骨）

で骨塩量を測定しています。簡便で、加齢による変形が少ないため再現性良く測定できる橈骨（前腕骨）

は、近年骨粗鬆症のスクリーニングとして多用されています。検査時間は椅子に腰掛けながら約１分と短

いうえに、痛みも無く、非常に放射線量が少ないため、気軽に検査できます。 

 

　                                  

　骨粗鬆症は一度発症すると完全な回復は難しく、予防と検査による早期発見，早期治療が重要となりま

す。自分自身の骨密度を知ることで生活の質を保持・改善して骨折のない明るい生活を送りましょう。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生月病院　放射線班　班長　岩村誠一） 

とうこつ 

とうこつ 

生月病院の骨塩量測定装置を更新しました 生月病院の骨塩量測定装置を更新しました 生月病院の骨塩量測定装置を更新しました 
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　治療には、１人１台の機械が必要です。 

　平戸市民病院には７台の患者監視装置とHDF（血液濾過透析）用監視装置が２台設置されています。

HDFは体にかかる負担が少なく、効率の良い治療法とされていて、高齢者での透析導入や、長期治療によ

りおこる合併症に有効です。 

　その他、機械室内には透析液を作る装置、透析液に必要な水を作る装置などたくさんの機器が設置され

ています。日常点検・定期点検を行い、安全で質の高い治療を提供できるように心がけています。 
 

　透析と聞くだけで、難しく困難な病気と思われるかもしれません。 

　昔は確かに大変だったかもしれません。　 

　しかし、透析医療の進歩と社会保障制度の充実により、現在多くの患者のみなさんが社会や家庭にて元

気に活躍されています。 

（平戸市民病院　臨床工学技士　松本尚子） 

　 

　 

　腎臓は、腰上部の両側にある握りこぶしくらいの左右一対の臓器です。 

　腎臓の役割は、心臓から送られてくる血液をフィルターで濾し出す事

により、血液中の老廃物や余分な水分を「尿」と言う形にして体の外に

排泄します。 

　こうして体内を一定の環境に維持しています。その他、ホルモン産生

や電解質の調節等も行っています。 

　 

　何らかの原因で腎臓が悪くなり、その機能が低下してくると、尿中に排泄されるべき老廃物や水分が体

内に溜まってしまいます。 

　その治療法としてあるのが血液透析です。 

　 

　機械を使い、ポンプで連続的に血液を体外に取り出し、人工腎臓（ダイアライザー）に通します。ここ

で透析液という調合された液と向流させることで血液の浄化を行い、電解質の補正・水分除去を行います。 

　こうして浄化された血液を体内へ戻します。（この時に必要なのがブラットアクセスといわれる腕の血

管で、予め手術で作成されます）この治療を１回３～５時間、１週間に２～３回行います。 

　治療中、患者さんはベッドに休みます。会話をしたり、テレビを見たり、ぐっすり寝ている人もいます。 
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　　　　インフルエンザのＡ型とＢ型は何が違うの？インフルエンザのＡ型とＢ型は何が違うの？ 

　例年、冬場（12月～３月ごろ）に流行する季節性インフルエンザにはＡ型とＢ型があります。イン

フルエンザＡ型・Ｂ型は流行性疾患であり、普通の風邪よりも他人へ感染する力が強く、かつ症状も

強いことが特徴です。Ａ型はとりわけ感染力が強く、症状も重篤になる傾向があり、ウイルス性肺炎

から致死的になることもあります。まれに同じ年にＡ型とＢ型の両方にかかる人もいますので、一度

インフルエンザにかかっても引き続き予防策をとることが必要です。 

　インフルエンザには季節性のインフルエンザのほかにも新型インフルエンザがあります。新型イン

フルエンザとは、これまで人の世界で流行を起こしたことのないウイルスがトリの世界やブタの世界

から人の世界に入って、ヒトからヒトへ感染できるようになるものです。このため、新型インフルエ

ンザは、毎年流行を繰り返す季節性インフルエンザと異なり、一般の人の多くが免疫を持っていない

ため、感染が拡大しやすく、私たちの健康や社会生活に大きな影響をあたえる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

　私たちがインフルエンザにかからないように予防する方法として以下があげられます。 

　　　　　　　　　　　　　　（現在使用されているワクチンは三価ワクチンで、Ａ型・Ｂ型・新型

　　　　のいずれにも対応しています。） 

 

　　　　　　　　　　　　（空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下します。） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（体の抵抗力を高めます。） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（やむをえず人混みに入る可能性がある場合にはマスク

　　　の着用が必要です。） 

　以上のような予防を行ってもインフルエンザにかかった場合には、早めに医療機関を受診し、安

静・休養を十分にとりましょう。特に睡眠を十分にとることが大切です。また、せき・くしゃみなどの

症状があるときには、周りの人にうつさないために、不織布製マスクを着用しましょう。 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平戸市民病院　内科医師　石松　卓） 

Ｑ 
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　夜や休日に、こういう症状があるけど、病院に行った方がいいだろうかと悩んだ事はありませんか？ 

今回はクイズ形式でそのような時の対処法をご紹介します。 

　夜間や、休日に、以下のような症状の人が身内にいた場合、あなたはどういう行動をとりますか？ 

  皆さん、いかがだったでしょうか。もちろんこれ以外にも、病院を受診した方がよいのか迷う時もある

と思いますので、そのような時には病院に連絡して相談してください。 

　　（平戸市民病院非常勤医師　長崎大学病院へき地病院再生支援・教育機構　高橋　優二） 
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《でも治療で治してしまいます。昨年から糖尿病の薬はすごく変わりました。》 

　有名なシェイクスピアの演劇「ロミオとジュリエット」でジュリエットがバルコニーでロミオに

言った有名なセリフです。「愛し合う二人に名前なんて関係ないわ」という意味です。 

　お互いの家系の事情で、結ばれることのできなかった悲劇です。 

 

  でも【糖尿病】は「尿に糖がでることがある病気」で名前は重要です。また、尿は甘いかおりが

する場合も確かにあります。病名に尿という文字が入っているため、なんとなく嫌なイメージがあ

るようですが、イメージとしては「血糖が少し気になるの。」の方が響きがよいでしょう。 

　名前は恋人同士では意味がないのかもしれないですが、病名としては、病気を治すモチベー

ション（やる気）としても重要だと思います。 

　高脂血症も最近では脂質異常症と変更されており、このように名前が変更になった病名はたくさ

んあります。　 

 

　それに最近では血糖値の上昇だけでなく、血糖降下剤（糖尿病の薬）による低血糖も、血管の病

気の重要な原因になることが解明されています。 

  

　糖尿病という名前にどんな意味があるの？どんな名前にしても尿に甘い香りがするわ。 

　いつの日か、糖尿病から尿の文字がなくなって、血糖異常症なんて名前になりスマートなイメー

ジで治療できる時が来るかもしれませんね。 

　来年は生月病院で糖尿病外来ではなく血糖コントロール外来を１か月に１回、開始したいですね。 

（生月病院　非常勤医師　伊万里市民病院副院長　松永　和雄） 
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地
域
医
療
を
学
ぶ 

地
域
医
療
を
学
ぶ 

　
平
戸
市
民
病
院
と
生
月
病
院
に
は
、
年
間
を
通
じ
多
く
の
研
修
医
の
先
生
が
地

域
医
療
を
学
ぶ
た
め
に
研
修
に
来
て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
土
地
や
言
葉
に
囲
ま
れ

て
、
研
修
生
活
を
送
ら
れ
る
み
な
さ
ん
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

　 　
９
月
５
日
か
ら
30
日
ま
で
地
域
医
療

研
修
の
た
め
平
戸
市
民
病
院
で
研
修
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
一
番
に
感
じ
た
こ
と
は
、
医
療
ス
タ

ッ
フ
皆
さ
ん
が
地
域
の
医
療
を
支
え
る

こ
と
を
強
く
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
１
つ
の
例
と
し
て
健
診
が
あ
り

ま
す
。
介
護
や
医
療
費
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
病
気
を
予
防
や
早
期
発

見
・
治
療
に
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
。

病
気
が
進
ん
で
か
ら
の
治
療
よ
り
も
予

防
や
早
期
発
見
・
治
療
が
高
齢
化
の
進

む
平
戸
に
は
効
率
が
良
い
と
考
え
、
健

診
の
普
及
に
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
。

普
及
の
た
め
に
、
住
民
の
信
頼
を
得
る

た
め
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
る
こ

と
。
こ
れ
を
平
戸
市
民
病
院
全
体
の
約

束
事
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
や
り
が
い
の
あ
る
こ

と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
し
か
し
一
方
で
、
良
い
こ
と
ば
か
り

で
は
な
く
、
地
域
医
療
な
り
の
ジ
レ
ン

マ
や
不
自
由
も
あ
り
、
時
に
は
疲
れ
や

落
胆
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
に
な
る

こ
と
も
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
１
か
月
の
研
修
期
間
で
し
た
が
、
地

域
医
療
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
な
両
面

を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
良
い
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
平
戸
市
民
病
院
の
皆
さ

ん
、
研
修
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
糧
と
し
医
療
に
精
進
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
９
月
５
日 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
９
月
30
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
戸
市
民
病
院
） 

 

　
今
回
の
平
戸
市
民
病
院
で
の
研
修
で

は
、
１
か
月
の
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
様
々
な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
医
療
に
関
す

る
具
体
的
な
知
識
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状

態
で
平
戸
に
や
っ
て
き
た
時
は
、
地
元

の
病
院
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
よ
う

な
症
例
や
業
務
内
容
に
驚
か
さ
れ
る
こ

と
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
訪
問

診
療
や
出
前
講
座
、
ま
た
日
々
の
外
来

を
通
し
て
、
医
療
機
関
の
限
ら
れ
て
い

る
へ
き
地
に
お
い
て
は
患
者
と
医
療
従

事
者
と
の
関
係
は
病
院
内
に
限
定
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
生

活
に
直
接
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
そ
れ
は
本
来
都
市
部
で
あ
る
か
へ
き

地
で
あ
る
か
に
関
わ
ら
な
い
医
療
の
原

点
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
平
戸

市
民
病
院
で
経
験
し
た
「
人
を
診
る
医

療
」
を
、
今
後
の
診
療
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
９
月
５
日 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
９
月
30
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
戸
市
民
病
院
） 

 

　
９
月
は
じ
め
か
ら
研
修
が
始
ま
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
１
か
月
が
た
ち
ま
し

た
。
平
戸
市
民
病
院
は
、
先
生
方
を
含

め
み
な
さ
ん
が
本
当
に
優
し
く
温
か
く
、 

  

▲訪問診療の様子 

▲高橋医師との外来 

▲訪問診療の様子 

▲中桶医師指導によるエコー 
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東
京
生
ま
れ
、
東
京
育
ち
、
医
師
と

し
て
働
き
始
め
た
の
も
横
浜
と
い
う
環

境
で
育
っ
た
た
め
、
最
初
平
戸
に
到
着

し
た
際
は
初
め
て
の
新
し
い
環
境
に
と

て
も
緊
張
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
戸

市
民
病
院
の
先
生
方
は
じ
め
病
院
ス
タ

ッ
フ
に
支
え
ら
れ
と
て
も
充
実
し
た
研

修
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
研
修
内
容
は
主
に
外
来
診
療
、
訪
問

診
療
、
健
診
事
業
で
し
た
。 

　
全
体
を
通
し
て
、
患
者
や
御
家
族
が

ど
の
よ
う
な
生
活
を
さ
れ
、
現
在
ど
の

よ
う
な
点
に
困
っ
て
い
る
の
か
、
実
際

に
「
生
活
の
場
」
で
あ
る
家
庭
に
訪
問

す
る
こ
と
で
よ
り
痛
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

　
ま
た
平
戸
市
民
病
院
で
は
「
予
防
医

療
」
が
一
番
大
事
で
あ
る
、
と
い
う
理

念
の
も
と
出
前
講
座
や
健
診
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
健
康
診
断
で
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
診
断
さ

れ
た
方
が
外
来
に
受
診
し
、
そ
の
ま
ま

食
事
療
法
や
運
動
療
法
の
お
話
を
き
い

て
帰
る
、
そ
れ
が
一
つ
の
病
院
で
全
て

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
驚
き
で

し
た
。 

こ
の
１
か
月
が
と
て
も
楽
し
み
に
な
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
初
日
の
初
カ

ン
フ
ァ
で
「
イ
ノ
シ
シ
に
襲
わ
れ
た
」

「
マ
ム
シ
に
咬
ま
れ
た
」
と
の
話
が
あ

り
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
っ
た
と
共
に

さ
っ
そ
く
地
域
医
療
に
来
た
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ノ
シ
シ
や

マ
ム
シ
に
つ
い
て
の
豆
知
識
も
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
果
た
し
て
横
浜
に

戻
っ
て
活
か
せ
る
場
所
が
あ
る
の
か
は

さ
て
お
き･･･

。
初
め
て
の
訪
問
診
療

を
経
験
し
、
ま
ず
は
道
す
が
ら
の
根
獅

子
浜
の
綺
麗
さ
に
大
感
動
し
ま
し
た
!!

そ
の
後
何
回
も
見
て
い
ま
す
が
、
い
つ

も
最
高
で
す
！
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
訪

問
診
療
で
は
実
際
に
患
者
さ
ん
が
ど
ん

な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
方
々

と
暮
ら
し
て
い
る
か
な
ど
の
様
々
な
情

報
を
一
度
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

を
も
と
に
一
番
適
切
な
介
入
を
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
、
医
療
者
も
患
者
さ
ん

も
納
得
の
い
く
医
療
が
施
せ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
月
１
回
の
診

療
以
外
の
訪
問
看
護
、
リ
ハ
ビ
リ
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
重
要
性
が
非
常
に

高
く
、
多
角
的
な
医
療
連
携
が
と
て
も

大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
外
来
で

は
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
く
て
驚
き
ま

し
た
！
し
ば
ら
く
し
て
、
「
75
歳
、
若

い
で
す
ね
」
と
口
走
っ
た
自
分
が
い
ま

し
た
。
元
気
に
ま
だ
働
い
て
い
る
年
配

の
方
が
多
く
、
恐
れ
入
り
ま
し
た
。 

　
平
戸
市
を
観
光
す
る
と
、
市
全
体
が

平
戸
の
活
性
化
に
向
け
て
努
力
し
て
い

る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ご
年
配

の
人
が
元
気
に
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
が
ん
ば
っ
て
お
り
、
若
者
も
そ
の
気

持
ち
を
く
ん
で
が
ん
ば
っ
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
出
前
講
座
も
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
説
明

で
理
解
し
や
す
く
、
病
気
や
自
分
へ
の

体
へ
の
関
心
・
理
解
を
高
め
る
素
晴
ら

し
い
場
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
患
者
さ
ん

も
意
欲
的
で
う
な
ず
い
た
り
、
メ
モ
し

た
り
、
質
問
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
は
確
実
に
実
を

結
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
記
念
す

べ
き
第
１
０
０
回
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
光

栄
で
し
た
。
一
方
で
、

地
域
医
療
の
難
し
さ
や

問
題
点
な
ど
も
考
え
さ

せ
ら
れ
る
い
い
機
会
に

も
な
り
ま
し
た
。
地
域

医
療
の
実
際
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
、
自
分
が

今
後
ど
う
関
わ
っ
て
い

け
る
か
は
未
知
の
世
界
で
す
が
、
ど
こ

で
医
師
を
す
る
に
も
向
き
合
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
ん
だ
か
医

師
と
し
て
世
界
が
広
く
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。
平
戸
市
民
病
院
で
の
１
か
月
間
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
先
生

方
に
は
平
戸
の
お
い
し
い
も
の
を
食
べ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
カ
ヤ
ッ
ク
に

乗
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
研
修
医
で
九

州
を
旅
し
た
り
と
、
研
修
・
休
日
と
も

に
大
満
足
な
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

先
生
方
、
職
員
の
み
な
さ
ん
、
及
び
市

民
の
み
な
さ
ん
に
こ
の
場
を
借
り
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
９
月
５
日 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
９
月
30
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
戸
市
民
病
院
） 

  

▲中桶医師との外来 

▲平戸オランダウイークにて 
　（一番左） 

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構 

　
　
　
　
　
　
横
浜
労
災
病
院
　 

　
　
　
　
　
　
　
　  

貫
名
　
有
香 
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Ｊ
Ｒ
広
島
鉄
道
病
院 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
村
　
嘉
昌 

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構 

　
　
　
　
　
　
横
浜
労
災
病
院 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
　
仁
志 

　
初
期
研
修
２
年
間
の
研
修
の
中
で
、

平
戸
市
民
病
院
で
１
か
月
間
研
修
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
非
常
に
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。 

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
平
戸
市
民
病

院
の
先
生
方
、
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、

ま
た
温
か
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た

平
戸
市
の
み
な
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
10
月
３
日 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
10
月
28
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
戸
市
民
病
院
） 

　
普
段
、
あ
ら
ゆ
る
科
の
専
門
医
が
揃

っ
て
い
る
都
市
部
の
病
院
に
勤
務
し
て

い
る
私
に
と
っ
て
、
こ
の
１
か
月
は
毎

日
が
驚
き
と
感
心
の
連
続
で
し
た
。 

　
地
域
医
療
で
は
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ

で
、
あ
ら
ゆ
る
症
状
、
疾
患
を
持
つ
患

者
さ
ん
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
各
医
師
の

専
門
領
域
を
越
え
た
、
総
合
医
と
し
て

の
能
力
で
す
。
大
学
病
院
な
ど
で
行
わ

れ
る
最
新
鋭
の
機
器
を
用
い
る
よ
う
な

治
療
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

逆
に
、
地
域
医
療
で
し
か
出
来
な
い
こ

と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。
一
人
の
医
師
が
一
人
の
患

者
さ
ん
を
継
続
し
て
診
察
す
る
こ
と
で

医
師
と
患
者
間
の
信
頼
関
係
が
築
け
る

と
い
う
こ
と
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
す
。

温
か
い
病
院
ス
タ
ッ
フ
、
患
者
さ
ん
に

支
え
ら
れ
て
行
っ
た
こ
の
１
か
月
の
研

修
は
大
き
な
財
産
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
10
月
３
日 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
10
月
28
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
戸
市
民
病
院
） 

  

　
研
修
を
始
め
て
ま
ず
最
初
に
衝
撃
を

受
け
た
の
は
、
本
当
に
幅
広
い
総
合
診

療
で
し
た
。
一
人
何
役
も
こ
な
す
か
の

よ
う
な
専
門
を
超
え
た
総
合
診
療
マ
イ

ン
ド
、
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
プ
レ

イ
、
人
と
人
と
の
距
離
感
の
近
さ
、
ど

れ
も
僕
に
と
っ
て
は
新
鮮
な
も
の
で
、

医
療
職
全
体
が
協
力
し
て
地
域
の
医
療

を
支
え
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
大
変
印
象

的
で
し
た
。 

　
ま
た
、
保
健
事
業
を
中
心
と
し
た
予

防
医
学
の
推
進
は
、
医
療
者
側
か
ら
積

極
的
に
介
入
で
き
る
地
域
一
丸
と
な
っ

た
街
づ
く
り
の
一
つ
だ
と
実
感
し
ま
し 

   

 

 

▲救急外来の様子 

▲石松医師との外来 

▲出前講座の寸劇に患者役で参加 

▼健康福祉まつりでは健康相談を担当 

▲放射線科実習 

▲度島診療所　田所長による 

　内視鏡指導 
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た
。
今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
し
て
い 

く
日
本
に
お
い
て
、
そ
の
地
域
性
に
対

応
し
た
予
防
医
学
の
必
要
性
は
よ
り
一

層
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
平
戸
市

の
医
療
は
、
健
診
受
診
率
向
上
や
心
筋

梗
塞
・
脳
梗
塞
発
症
率
減
少
な
ど
が
示

す
よ
う
に
、
全
国
的
に
も
よ
い
モ
デ
ル

に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
温
か
く
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
平
戸
市
民
病
院

の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

　
こ
の
度
の
研
修
は
非
常
に
貴
重
な
経 

験
で
あ
り
、
今
後
の
医
師
人
生
に
必
ず

役
立
て
ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り 

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま 

し
た
。 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
10
月
31
日 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
11
月
25
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
戸
市
民
病
院
）

　
神
鋼
病
院
は
神
戸
に
あ
る
約
3
0
0

床
を
有
す
る
病
院
で
、
地
域
医
療
を
担

う
病
院
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
こ
に
来
る

ま
で
は
平
戸
市
民
病
院
も
場
所
や
規
模

は
違
え
ど
も
、
同
じ
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
病
院
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
度
の
研
修
で
は

様
々
な
点
で
の
違
い
に
驚
か
さ
れ
続
け

ま
し
た
。
 

　
神
鋼
病
院
で
は
日
中
に
外
へ
出
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
ち
ら

で
は
訪
問
診
療
等
で
、
ど
ん
ど
ん
地
域

に
出
向
い
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
患
者
さ
ん
は
診
察
室
で
診
る
の
が
当

た
り
前
と
思
っ
て
い
た
私
に
は
と
て
も

新
鮮
な
体
験
で
し
た
。
直
接
ご
自
宅
を

訪
問
す
る
こ
と
で
、
医
師
と
患
者
と
い

う
切
り
取
ら
れ
た
関
係
で
は
な
く
、
患

者
さ
ん
が
普
段
ど
の
よ
う
な
環
境
で
生

活
さ
れ
て
い
る
の
か
ま
で
考
え
を
巡
ら

せ
て
診
療
に
当
た
る
深
み
を
知
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
人
が
病
気
を

患
っ
て
初
め
て
医
師
と
し
て
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
が
、
地
域
の
方
々
を
い
か
に

〝
患
者
〞
に
し
な
い
か
も
、
医
師
と
し

て
非
常
に
重
要
な
仕
事
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
体
感
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
３
週
間
、
病
院
の
中
だ
け
で
は

な
く
、
こ
の
平
戸
と
い
う
地
域
全
体
で

研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
 

　
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
10
月
31
日
 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
11
月
25
日
 

　
　
　
　
　
　
　
（
平
戸
市
民
病
院
）
 

   

　
生
月
病
院
で
の
地
域
研
修
は
１
か
月

と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

先
生
や
看
護
師
、
ス
タ
ッ
フ
の
お
か
げ

で
充
実
し
た
研
修
を
お
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
日
々
の
業
務
は
病
棟
業
務
・

外
来
な
ど
に
加
え
、
予
防
接
種
・
健
康

診
断
、
往
診
・
老
人
ホ
ー
ム
回
診
と
い

っ
た
大
学
病
院
で
は
経
験
で
き
な
い
も

の
も
多
く
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。 

  

▲押淵院長による診察指導 

▼中南部地区職員健診の様子 

▲喫煙防止の講演 

　左：一瀬先生　右：柴　先生 

 

医
療
法
人
神
鋼
会
　
神
鋼
病
院 

　
　
　
　
　
　 

　
　  

一
瀬
　
良
英 

長
崎
大
学
病
院 

　
　
　
　
　
　
　 

　  

北
村
　
哲
生 

▲エコー健診の様子 

▲保育所健診 
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（14） 

 　
地
域
医
療
で
必
要
な
こ
と
は
、
た
だ

病
気
を
治
す
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ん

の
家
族
や
生
活
背
景
を
読
み
取
っ
て
今

後
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、

大
学
病
院
と
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
こ
の
先
も
長
崎
で
医
療
を
続
け
て
い

く
う
え
で
、
へ
き
地
や
離
島
で
働
く
機

会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
今 

回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
山
下
先
生

を
は
じ
め
、
生
月
病
院
の
医
師
・
看
護

師
・
ス
タ
ッ
フ
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
１
か
月
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
10
月
３
日 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
10
月
31
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
月
病
院
） 

 　
肌
寒
く
な
っ
て
き
た
９
月
の
終
わ
り
、

強
風
の
吹
く
生
月
大
橋
を
渡
り
生
月
に

足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。
初
め
に
緑
豊

か
で
の
ど
か
な
と
こ
ろ
だ
な
と
い
う
印

象
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
地
域
医
療
研
修
の
一
環
と
し
て
生
月

病
院
で
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
１
か

月
と
い
う
短
い
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が

地
域
医
療
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
訪
問
診
療
、
老
健
施
設
の
回
診
、

幼
稚
園
に
出
向
い
て
の
診
察
な
ど
で
の

住
民
の
み
な
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
が
と

て
も
面
白
く
、
楽
し
み
な
が
ら
研
修
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
は
経
験

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
外
来
診
察
も
上

級
医
の
先
生
、
看
護
師
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
い
な
が
ら
な
ん
と
か
こ
な
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
指
導
し
て
 

く
だ
さ
っ
た
先
生
、
看
護
師
、
ス
タ
ッ

フ
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
未
熟
な
研
修

医
で
あ
る
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

っ
た
住
民
の
み
な
さ
ん
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
生
月
病
院
で
得
た
経

験
を
今
後
も
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
10
月
３
日
 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
10
月
31
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
月
病
院
）
 

 　
午
前
中
は
主
に
エ
コ
ー
、
内
視
鏡
、

健
診
、
新
患
診
察
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
午
後
は
併
設
施
設
の
回
診
、
往
診
、

予
防
接
種
等
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
外
来
を
担
当
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た

た
め
、
新
患
外
来
の
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
こ
の
研
修
は
、
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
医
療
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

な
規
模
の
病
院
と
地
域
に
根
ざ
し
た
病

院
で
は
、
そ
の
果
た
す
役
割
が
大
き
く

異
な
り
ま
す
。
 

　
地
域
の
基
幹
病
院
は
そ
の
地
域
の
予

防
医
学
を
担
っ
て
お
り
、
地
域
全
体
の

健
康
を
管
理
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
医
療
を
行

う
環
境
で
あ
っ
て
も
、
今
ま
で
と
は
違

う
環
境
に
身
を
置
い
て
、
感
じ
る
こ
と

や
考
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
１

か
月
で
し
た
。
「
し
っ
か
り
勉
強
し
て

く
だ
さ
い
ね
。
」
と
、
快
く
診
察
を
受

け
て
く
だ
さ
っ
た
患
者
さ
ん
、
慣
れ
な

い
環
境
で
戸
惑
っ
て
い
る
所
を
優
し
く

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
病
院
の
み

な
さ
ん
、
全
て
の
人
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
 

　
（
研
修
期
間
）
平
成
23
年
10
月
３
日
 

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
23
年
10
月
31
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
月
病
院
）
 

 

  

 

▲就学前健診の様子 

▲就学前健診の様子 

▲山下院長との往診 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構 

　
　
　
　
　
　
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　

馬
込
　
省
吾 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構 

　
　
　
　
　
　
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
 
　

川
　
　
寛
子 

平成24年1月15日 
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12
月
８
日
（
木
）
、
３
階
療
養
病
棟

の
デ
イ
ル
ー
ム
に
て
ク
リ
ス
マ
ス
バ
イ

キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
手
作
り
の
ケ
ー
キ
や
ゼ
リ
ー
、
フ
ル

ー
ツ
、
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
な
ど
の
飲
み

物
を
患
者
さ
ん
の
か
ら
だ
の
状
態
に
あ

わ
せ
て
食
べ
や
す
い
、
飲
み
や
す
い
よ

う
に
準
備
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た
患
者
さ

ん
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
を
一
足

先
に
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
12
月
13
日
（
火
）
に
は
３
階

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
に
て
毎
年
恒

例
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
賀
來
医

療
監
の
あ
い
さ
つ
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
演

奏
に
始
ま
り
、
職
員
の
日
本
舞
踊
、
ダ

ン
ス
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
水
戸
黄
門

の
劇
な
ど
が
あ
り
、
参
加
し
た
患
者
さ

ん
・
家
族
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
楽
し

か
っ
た
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
な
ど
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
入
院
患

者
さ
ん
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
配
ら
れ

ま
し
た
。 

　
今
年
も
、
七
夕
会
と
ク
リ
ス
マ
ス
会

の
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
の
家
族
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

　
10
月
26
日
（
水
）
、
元
触
老
人
ク
ラ

ブ
（
田
渕
俊
雄
支
部
長
）
の
み
な
さ
ん

に
よ
り
生
月
病
院
周
辺
の
清
掃
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
業
は
毎
年
、

春
と
秋
に
元
触
老
人
ク
ラ
ブ
の
ご
厚
意

に
よ
り
20
年
以
上
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
快
晴
の
な
か
、
み
な
さ
ん
元
気

で
精
力
的
に
、
汗
を
か
き
な
が
ら
木
の

剪
定
や
除
草
作
業
を
行
っ
て
も
ら
い
、

大
型
の
ゴ
ミ
袋
で
10
袋
以
上
と
な
り
ま

し
た
。 

　
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

▲バイキングの様子 

▲賀來医療監のバイオリン演奏 

　
平
戸
市
民
病
院
で
は
、
月
に
２
回
各

地
区
に
う
か
が
い
、
医
療
・
保
健
・
福

祉
の
説
明
、
寸
劇
、
意
見
交
換
な
ど
を

行
う
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　 

　
今
後
の
予
定
は
、 

　
１
月
17
日
　
宝
亀
第
１
、
２
、
３ 

　
１
月
31
日
　
宝
亀
第
４ 

　
２
月
７
日
　
木
ヶ
津 

　
２
月
21
日
　
田
崎
、
神
鳥 

　
３
月
13
日
　
主
師
、
山
野
、
白
石 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

お
仕
事
等
で
大
変
お
忙
し
い
と
は
思
い

ま
す
が
、
ぜ
ひ
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

（15） 平成24年1月15日 
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月  火 水  木  金 診療科 医師名 午前・午後 

内　科 

外　科 

整　形 
外　科 

 

小児科 

 

眼　科 

池　田 

 

賀　來 

 

石　松 

 

中　桶 

 
　　橋 

（長崎大学病院） 

 　　田 
 

（度島診療所長） 
 

押　淵 

 

堤 

 

　　田 

 

小　林 

 
角 

（長崎労災病院） 

森　永 

　　田 
（小児外科） 

派遣医師 
（九州大学病院） 

 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　後 

午　前 

午　前 

午　後 

午　前 

午　前 

午　後 

診　察 

（病棟） 

診　察 

禁煙外来（要予約） 

診　察 

（病棟） 

新・急患 

新・急患 

（病棟） 

（訪問診療） 

 

 

診　察 

手術又は検査 

内視鏡 

手術又は検査 

診　察 

手術又は検査 

（病棟） 

（病棟） 

診　察 

診　察 

（病棟及び外来） 

診　察 

診　察 

（病棟） 

（病棟） 

診　察 

禁煙外来（要予約） 

（病棟） 

（病棟） 

診　察 

（病棟） 

新・急患 

新・急患 

内視鏡 

（病棟・訪問） 

手術又は検査 

診　察 

手術又は検査 

診　察 

手術又は検査 

 

 

 

 

診　察 

（病棟及び外来） 

診　察 

診　察 

（病棟） 

診　察 

禁煙外来（要予約） 

新・急患 

新・急患 

（病棟） 

（病棟） 

　 

　 

 

 

（病棟・訪問） 

手術又は検査 

内視鏡 

手術又は検査 

診　察 

手術又は検査 

診　察 

（病棟） 

 

 

診　察 

（病棟及び外来） 

 

診　察 

（病棟） 

（病棟） 

（病棟） 

診　察 

（病棟） 

診　察 

（病棟） 

 

 

 

 

（病棟） 

手術又は検査 

診　察 

手術又は検査 

内視鏡 

手術又は検査 

診　察 

（病棟） 

 

 

診　察 

（病棟及び外来） 

 

診　察 

（総回診） 

新・急患 

（総回診） 

診　察 

（総回診） 

診　察 

（総回診） 

　 

　 

 

 

診　察 

（総回診） 

（病棟） 

（総回診） 

内視鏡 

（総回診） 

診　察 

（総回診） 

 

　 

診　察 

（総回診） 

 

 

診　察 

（総回診） 

 

YOKARO事務局 
〒859-5104

平戸市崎方町776-6（平戸ターミナルビル１F） 

TEL.0950-22-5170TEL.0950-22-5170

5
『平戸　佐世保　博多間』2012年1月1日より運行開始!九州を代表する観光地、 

黒川温泉・湯布院・長湯温泉・ 
久住高原・竹田・臼杵・阿蘇・菊池・ 
山鹿・佐世保・有田・嬉野・平戸に 
いつでも気軽に行けますよ！ 

（16） 平成24年1月15日 
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編
集
室
か
ら

編
集
室
か
ら 

編
集
室
か
ら

編
集
室
か
ら 

【編集・発行】平戸市立病院広報委員会 
【印　　　刷】有限会社ケンホクプリント 
 

栄養管理室だより 栄養管理室だより 

  

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
未
曽
有
の
大
震
災
と
そ

れ
に
続
く
原
発
事
故
な
ど
、
大
変
シ

ョ
ッ
ク
な
ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
え
ま
す
。
今
年
は
明
る
い
話

題
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
病
院
広
報
誌
「
竜
ん
お
と
し
子
」

も
今
回
が
30
号
の
発
行
と
な
り
ま
し

た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
病
院
の
現

状
、
病
気
に
対
す
る
こ
と
な
ど
を
広

く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
今

後
も
見
や
す
い
、
読
み
や
す
い
誌
面

を
作
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
　
う
が
い

や
、
手
洗
い
な
ど
十
分
に
行
い
、
健

康
管
理
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

　
今
年
も
、
平
戸
市
民
病
院
、
生
月

病
院
の
両
病
院
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
よ

り
良
い
医
療
、
ケ
ア
を
提
供
で
き
る

よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

「旬を美味しく　～水菜編～」 

1. ブリは１切れを２つに切り、ザルに並べて熱湯 

をかける。表面が白くなったら水にとり、きれ

いに洗って水気を切る。 

2. 水菜は６～７㎝の長さに切る。油揚げは油抜き 

し食べやすい大きさに切る。白ネギは斜め薄切

りにする。 

3. 鍋に合わせておいた〈合わせだし〉を入れ、火

　にかける。煮立ったらブリを加え、再び煮立っ

　たら油揚げと焼き豆腐を加える。 

4. 白ネギ、水菜を加えてサッと火が通ったらお好 

みで一味唐辛子を掛け、柚子果汁を搾っていた

だく。 

豊 

水　菜 

春　菊 

小松菜 

葉・生 

葉・ゆで 

葉・生 

葉・ゆで 

葉・生 

葉・ゆで 

鉄 カルシウム ビタミンＣ 

2.1mg 

2.0mg 

1.7mg 

1.2mg 

2.8mg 

2.1mg

210mg 

200mg 

120mg 

120mg 

170mg 

150mg

55mg 

22mg 

19mg 

5mg 

39mg 

21mg

ブリ切身･･･４切れ 
焼き豆腐･･･１丁 
水菜･･･････ ３束　 
油揚げ･････ ２枚 
白ネギ･････ ２本 
　　　　　　　 

だし汁･･････ 1000ml 
料理酒･･････ 大さじ４ 
醤油 ･･･････ 大さじ４ 
みりん･･････ 大さじ３ 
一味唐辛子･･ お好み量 
柚子果汁････ お好み量 

〈材料〉４人分 ［鍋つゆ］ 

　元々は鯨と水菜のお鍋で

すが、今回は脂ののったブ

リで紹介します。豚肉や鴨

肉で作っても美味しいです。 

（18） 平成24年1月15日 

竜んおとし子 


